
暖温帯から亜熱帯の常緑広葉樹林下に生える。ウスキムヨウランによく似るが、唇弁の中裂片に生える毛
が黄色で赤紫色を帯びない点や開花期が早い点等で区別される。

2ヶ所で新たに確認されたが、発生は安定していない。

2010年版ではムヨウランとしてまとめられていたもの

を、2020年版では３種に分類した。

生育地の樹林の保全が重要である。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：丸岡道行

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 ○ 分布の限界

■ 県内分布

東播磨

■ 国内分布

本州（関東、東海）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ラン科

兵庫県ランク…エンシュウムヨウラン
環境省ランク… －Lecanorchis  suginoana  (Tuyama) Seriz.


